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猪俣の百八燈
　猪俣の百八燈は、400 年以上続く盆祭りで、毎年８月15日に堂前山の尾根に築かれた百八基の塚
に火をともす伝統行事です。
　猪俣地区では、平安から鎌倉時代にかけて武蔵国で勢力をはせた武蔵七党のひとつ、猪俣党の棟梁、
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に分かれて行事の一切を取りしきり、大人の介入がないのが特色です。
　当日は、堂前山に並ぶ百八の塚に火が灯されると、幻想的な光景が浮かび上がりました。
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